
 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ２ 月 号       

杉並区立堀ノ内子供園  

園 長    髙 橋  章 子    園だより 

            

       大宮小学校 1 年生と年長きりん組の交流から    
       

                             園長  髙橋  章子  
 

 １月 19 日、本園の年長きりん組と大宮小学校１年生との交流会が行

われました。きりん組の子どもたちは緊張感もあるのか、大宮小学校へ

の道のりではおしゃべりが少なく、サッサと歩いてあっという間に到着

しました。  

 １－１は、学校探検。１－２は、ランドセルを背負わせてもらってか

ら、字の勉強。１－３は、昔遊びの体験。と、それぞれの教室をめぐる

子どもたちが 45 分間の授業をたっぷりと楽しめるように考えていてく

れました。 

きりん組が１－１と一緒に校内を見学していた時に、私は１－２にお

邪魔しました。１-２の児童は、これから来るきりん組が、字の勉強をし

た時に付けてもらう花丸の練習をしており、大きな花丸、きれいな花丸、

力強い花丸など繰り返し書いていました。うれしいですね。彼らは、自

分より年下のきりん組に、どうしたらうれしいと思ってくれるかな？と

あれこれ考えながら書いていたのだろうな、と思いました。  

 毎年この時期になると、幼保小連携教育の一貫で、どこの保育施設で

も１年生との交流を体験しています。恒例となっているからやるのでは

なく、やはり大事な意味がこの交流にはあります。１年生は、自分より

も年下の子どもたちの気持ちに寄り添い、よりよい関わりの方法を考え

ます。また、園児にとっては、これから入学する小学校の様子を１年生

に教わりながら体験して、４月の期待につないでいく。どちらにとって

も意義深い活動です。園児たちは、きっと来年のこの時期に、今の４歳

児が年長５歳児になった時に、先輩として堂々と関わっていくのだろう

な、と思いました。  

 自分がしてもらったことを、次の代に引き継いでいくことで、どの子

も、自分の価値を実感することができます。こうして、どの子もみな大

きくなることに喜びを感じ、自分の未来に期待をもつ子になってほし

い。自分の存在を大切にできる人になってほしい。と、改めて思った交

流でした。  

 さて、大宮小学校は２月 17 日～ 18 日に展覧会を開催します。今年度

は、本園も一緒に作品を展示することになりました。体育館の入り口に

展示する予定です。お時間をつくってぜひ参観してください。そして、

３歳から 12 歳までの９年間の成長を、作品を通じて実感していただき

たいと思います。 

 ２月は、「にげる」とも言われます。28 日間のうち、登園は 20 日間だ

けです。健康に気を付けて、寒くても元気に登園しましょう。 



・今月の指導・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           

 

 

 

 

      

 

 

 

                                                                 

     

     

 

 

ぱんだ組  

３学期に入ってからは、繰り返しコマ回しや縄跳びに挑戦し、できるようになった嬉しさを感じ

たり、学級全体でも刺激を受け合ったりしています。寒さが厳しくなっていますが「よし！がんば

るぞ！」と運動遊びに意欲的に取り組む中で、戸外でも十分に体を動かして遊ぶことを楽しんでい

ます。また、１月には、誕生会の司会の引継ぎ活動も始まりました。少しドキドキしながらも張り

切って取り組み、年長になることへの期待を膨らませています。  

 

今月は、次のことを重点に指導していきます。  

●自分の思いや考えを相手に伝えながら、友達と関わって遊ぶことを楽しむ。  

●友達と一緒にいろいろな活動に意欲的に取り組み、楽しさを感じる。  

●当番活動の引継ぎ等を通して、年長になることに期待をもつ。 

 

 ２月は、誕生会の司会に加え、お休み調べ等の当番活動を年長組から引き継いだり、お別れ会の

準備をしたりしていきます。様々な活動に期待感をもち、楽しみながら進められるようにしていき

ます。  

 

うさぎ組  

鬼のお面を作ったことで、鬼になり園庭で走って遊ぶことを楽しんでいます。寒くなってきてい

ますが、お弁当を食べた後の時間は暖かくなる日も多く、沢山身体を動かして遊んでいます。  

室内遊びでは、ウレタン積み木を使ってお家を作って遊ぶことを楽しんでいます。「ここはプリ

ンセスのお家ね。」「これはテレビのところ。」など、子どもなりに場所に意味をもって遊ぶ姿が出

てきました。  

 

今月は、次のことを重点にして指導していきます。  

●自分の思いをいろいろな方法で表しながら遊ぶ。 

●友達と一緒にいろいろなものになりきって遊ぶ楽しさを感じる。 

 

２月は劇ごっこがあります。お話のなかで自分なりになりきったり、表現したりすることを一人

ひとりが楽しめるようにしていきます。表現をする嬉しさを感じられるように、楽しみながら取り

組めるようにしていきます。  

 

きりん組  

 きりん組になって投げゴマができるようになりました。“回せるようになりたい”と諦めずに何

度も取り組んでいます。投げるコツが分かるようになると、「力を入れすぎるとうまく回らないか

ら気を付けて。」と友達同士でアドバイスをするようになりました。友達がコマを回せるようにな

ると、「回せるようになってよかったね。」自分のことのように喜ぶ姿も見られます。友達の言葉に

支えられながら、回せるようになるまでコツコツ取り組んだり、友達とコマ回し対決をしたりする

ことを楽しんでいます。  

 

今月は、次のことを重点に指導していきます。  

●感じたことを言葉で伝え、相手の思いも受け止めながら、友達のよさを認め合い遊ぶ楽しさを感じる。 

●就学を楽しみにし、期待をもって修了に向けた活動に取り組む。 

 

「○○君はこんな素敵なところがある」など、学級の友達のよさに気付いてそれを言葉で伝える

姿があります。友達と一緒に遊びや活動に取り組む中で、互いのよさを認め合い、さらに遊びが楽

しくなるようにしていきます。修了に向けての活動で、就学に向けた期待感だけでなく、友達や園

と別れる寂しさや新しい生活に踏み出すことに緊張や不安を感じる時期にもなります。一日一日

を大切にし、園生活を楽しめるようにしていきます。  

 



 お  知  ら  せ   

 

①  総合避難訓練       2 日（木）  

同じ建物内の堀ノ内南学童クラブと合同で避難訓練をします。  

 

 

②  節分  ・  豆まき   ３日（金）  

日本の風習や節分の意味を知り、豆まきをして、鬼を追い払います。  

   ※今年度は、豆まきをするだけでなく、弁当と一緒に歳の数だけ豆を食  

べます。  

 

 

③  個人面談始まり    うさぎ組  １０日（金）  

詳細は、すでに配布しました学年だよりをご覧ください。  

 

 

④  大宮小学校展覧会    １７日（金）～１８日（土）  

 今年度は、本園の園児も作品を展示します。  

 ぜひご覧ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  きりん組ミニミニコンサート  ・  保護者会    ２２日（水）  

      時  間  9 時 15 分  ～  10 時３０分頃の予定  

 

  ◇ミニミニコンサート（各家庭２名迄）・保護者会（各家庭１名）  

の参加となります。※感染症の状況によって、変更します。  

  ◇９時までに登園し、保護者の方は玄関からホールにお入りください。  

  ◇うわばき・外靴を入れる袋をお持ちください。  

   

 

⑥  うさぎ組  “劇遊び”  ・  保護者会       ２５日（土）  

    時  間  9 時２０分  ～  1１時４５分頃の予定  

 

子どもたちの劇遊びの様子を参観していただきます。  

引き続き保護者会を行いますので、是非ご参加ください。  

    

◇劇遊び（各家庭２名迄）・保護者会（各家庭１名）の参加となります。  
※感染症の状況によって変更します。  

◇９時までに登園し、保護者の方は玄関からホールにお入りください。  

※詳細は、事前に学年だよりでお知らせします。  

※2７日（月）は、うさぎ組☀おひさまグループは振替休業日となります。  

 

 

年長きりん組は、保育中に参観します。  

保護者の方の参観：  

２月 18 日 (土 ) の決められた参観時間内に、入口受付

に記名し参観をお願いいたします。  

詳細は、後日大宮小学校展覧会のプログラムとともに

お知らせします。   

 

 

 


